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教科書に掲載されている絵画テキストや掲載されていない絵画テキスト，それらを用いて古典学習を

拡充させることができる。しかし，実際の授業では，絵画テキストを十分に分析できるように学習者に

提示するのは難しい。プリントで資料を作ったり，書画カメラやプロジェクターで絵画テキストを映し

出したりしても，拡大したり絵画テキストに蓄き込みをしながら説明することができない。絵画テキス

トを読む活動を充実させるためには，提示方法のエ夫が必要である。その工夫の一つとして，電子黒板

があるだろう。本稿では，電子黒板を活用して「竹取物語絵巻」を読み解いた活動を報告することで，

電子黒板が絵画テキストを読む活動において有効であることを示したい。

1 . はじめに

稿者はこれまで，中学校国語科における古典学習の拡

充に向けて，教科書に掲載されている絵画テキストや掲

載されていない絵画テキストの活用を提案し，実践して

きた。活用の具体やその効果は別稿に譲るが，絵画テキ

ストを活用することによって古典学習を拡充させること

ができると考えている＂。しかし，その一方で活動をさ

らに充実させるためには，絵画テキストの提示方法を工

夫する必要があると考えている。

絵画テキストを読むためには，まずは画面に何が描か

れているのかを理解しなければならない。そして，『源

氏物語』や『竹取物語』を描いた物語絵であれば，人物

の「配置」や画面に引かれた「境界線”」，また「几帳の

立て方」や「紐のねじれ」，「草木のなびき」”など微細

なものにも目を遣り，注意深く画面を読み込んでいかな

ければならない。絵画テキストを読むには，このような

視覚的な認識が必要であり，授業で一斉に読み進めるに

は，視覚的な認識をクラスで共有する必要がある。

授業において学習者に絵画テキストを提示する方法と

しては，個別にプリントを配布し同じものを黒板に貼り

付けたり，書画カメラやプロジェクターを使って絵画テ

キストを映像として提示したりする方法がある。しかし，

黒板に貼り付けたプリントや書画カメラの映像では，プ

リントや絵画テキストに直接書き込みをしながら説明は

できるが，プリントやテレビモニターが小さくて学習者

からは見えにくい。一方，プロジェクターは絵画テキス

トを大きく映し出すことができるが，直接ペンなどで書

き込みができず説明がしにくい。いずれの方法も視覚的

な認識をクラスで共有するには難点があると言える。そ

うした難点を解消できそうなのが，電子黒板である。本

校には，株式会社内田洋行の「 e一黒板」がある。「 e

ー黒板」とは，「黒板上（またはボード上）にコンピュー

ターの画面を投映し，付属のペンや指で操作できる装置」

＂である。これであれば，絵画テキストを大きく提示す

ることができるし，映像に専用のペンで書き込みをして

説明していくことができる。また，画面の一部分を拡大

することもでき，詳細に絵画テキストを読むことができ

る。本稿では，電子黒板を活用した活動の具体を報告す

ることで，電子黒板が絵画テキストの提示方法として有

効であることを示したい。

2 活動の具体

本活動は，『竹取物語』を学習後，発展学習として行

ったものである。『竹取物語』の学習は，次に示すよう

に物語の「問いかけ」と「呼びかけ」とが分かるように

①から⑨までの場面を原文から抜粋し読み進めた。

①かぐや姫の発見と成長

• 翁の世欲を読み取る。

②五人の貴公子の求婚

・〈結婚〉をめぐる翁とかぐや姫の考えを読み取る。

・「色好み」を読み取る。

③かぐや姫の難題

• かぐや姫の難題に対する貴公子の対応とその結末の

違いを読み取る。

④帝の求婚に応じないかぐや姫

・「帝の求婚」に対する翁とかぐや姫の考えの違いを

読み取る。

⑤帝，狩りをよそおい翁邸へ行く

・「帝」に対するかぐや姫の反応とその反応を受けて

変化した帝の態度を読み取る。

• 帝とかぐや姫の交流のあり方を読み取る。

⑥かぐや姫の嘆き

• 月を見て泣く理由を言わなかった訳を理解する。

• かぐや姫の翁と姻への気持ちを読み取る。
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